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令和 7年度予算編成に対する要望 

 

小平市議会 政和会として、小平市のさらなる発展と市民の福祉向上のため、令和 7年度予算

編成に対する要望をいたしますで、真摯な対応を願います。 
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自治体を経営するという視点から、下記のような手法を取り入れ、自主財源の積極的

な確保・行財政改革に努めるよう要望する。 

  
• 目標を設定し、組織体制変更や広報施策を実施することでのふるさと納税赤字
改善 

 
• 自主財源の確保、新規事業におけるガバメントクラウドファンディングの実施 
 
• 積極的な企業誘致、就労支援等による市民の所得向上 
 
• 委託先・委託内容・委託費用の見直し（特に事務処理委託や公共施設の施設整備
費用の適正化・総点検） 

 
• 各事業において指定管理制度・PFI・PFSといった手法を使い、効率化・コスト
削減・サービス品質向上の検討 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

要 望 事 項 

企画政策部 
 

1. DX推進担当の専任職員を増員するための予算 
 
2. デジタル市役所の実現を目指し、リモートオンライン窓口（自宅から市役所窓口に画
面越しにアクセスできるサービス）の導入、チャットボット機能を活用した問い合わ
せの一次窓口の設置、各種の申請を LINE等で完結できるシステム構築の予算 

 
3. ルネこだいら、小平元気村おがわ東、市内の主要な駅前、観光スポット等へ無線 LAN
（Wi-Fi）を計画的に整備するための予算 

 
4. 地域センターをはじめとした既存公共施設の効率的運営のため、指定管理者制度や PFI、

PFSなどの手法を導入するための予算 
 
5. ターゲットを絞った企業誘致を実施するため、新設または増設をした事業施設に対す
る固定資産税等の税負担分に対する助成制度の新設にかかる予算 

 
6. シティプロモーション・ふるさと納税対応等、稼げる自治体実現のための担当課の創
設または専任職員の配置にかかる予算 

 
7. 民間事業者や市内団体の提案受付窓口である官民共創デスク創設の予算 

 
 
総務部 
 

1. 防災倉庫の災害用備蓄品を、デジタル技術を活用し効率的に管理するための補助金、
および消防団における LINE 等のアプリを活用した管理体制の整備等、防災 DX の推
進にかかる予算 

 
2. 家庭用防災用品購入費補助金の創設、および帰宅困難者対策として備蓄品を確保する
市内企業に対する市独自の購入補助金を創設するための予算 

 



  

3. 福祉避難所マニュアルや避難所管理運営マニュアルを作成するため、外部委託または
有償ボランティアを活用するための予算と訓練費用にかかる予算 

 
4. 自治会・商店会への防犯カメラ設置促進施策の実施と、公園・公共施設への防犯カメ
ラの設置 

 
 
市⺠部  
 

1. 外国人が転入時等に受け取る資料を多言語対応するための予算 
 
2. 現在市役所で行っている広聴・相談事業（各種市民相談）のオンライン化のための予
算 

 
3. 市民相談を務める士業の相談員に対し交通費・日当等支給するための予算 

 
 
地域振興部 
 

1. テレワーク・兼業等の多様な働き方を進めるべく、職住近接な就労、雇用の創出・就業
施策の拠点となる（仮称）ジョブシェアセンターを公民連携で設立するための予算 

 
2. スモールビジネス起業をトータル的に支援する体制整備と起業助成制度の拡充のため
の予算 

 
3. まちの魅力や地域の賑わいを生み出すことを目的とした市民主催の地域イベントへの
補助金の創設にかかる予算 

 
4. 小平市民まつりを小平駅南口からスタートするために必要な追加予算 
 
5. 市内の各駅や中心的な公共施設（中央公民館、ルネこだいら等）にシェアサイクルポ
ートを増設するための予算 

 
 
 
 



  

6. 地域経済活性化の為の市内事業者に向けた下記施策の実行にかかる市独自の予算 
① 市内在住者を新たに雇用する事業者に対しての補助の創設 
② 地域の特性を活かした新商品の開発に係る補助の創設 
③ 店舗改修補助事業の予算拡大、および空き家・空き店舗を活用した新規創業・新規
出店時の改装にかかる店舗改修事業の創設 

 
7. 小平市農業生産資材費高騰臨時対策補助金の継続実施にかかる予算 
 
8. 市内農業における夏季の高温対策支援事業補助金の創設にかかる予算 

 
9. 体験農園利用者に対する補助の創設にかかる予算 
 
10. 中央公園グラウンドの駅側に夜間照明の増設にかかる予算 
 
11. 市内公共施設のトイレにおいて生理用品を無料で提供するディスペンサーサービスの
導入、並びに男性用トイレへのサニタリーボックス設置拡充にかかる予算 

 
12. 文化財保護のため、有形・無形の登録文化財制度を新設するための予算 
 
13. 文化財のデジタルアーカイブ等のさらなる推進にかかる予算 

 
14. 自治会活動活性化のための市独自の拠点（集会所等）整備補助金の創設 

 
 
こども家庭部 
 

1. 産後の健診通院時のタクシー券配布にかかる予算 
 
2. ファミリーサポート・一時預かりで対応できない状況の家庭を支援するため、都の補
助等を活用したベビーシッター補助の実施にかかる予算 

 
3. 市内の中央地域に病児保育室を増やす予算 
 
4. 医療的ケア児の保育園・幼稚園受入れにおいて、安定した受入れ体制を維持するため
に年間を通じて看護師を継続雇用するための市独自の予算と体調不良児対応型保育園
の看護師の人件費補助にかかる予算 



  

5. こども食堂支援のための窓口創設と都の補助を活用した補助金制度の新設にかかる予
算 

 
6. 全ての学童クラブにおいて、クールダウンスペースを設けるための予算 

 
7. 公立保育園と私立保育園の下記格差是正のための予算 
① 保育短時間児童が入所した場合、費用の 6%～15%程度が減額されてしまう現状の
是正 

② 障がい児が入所した場合の非常勤職員配置分の予算措置を公立保育園と同程度に
すること 

③ 障がい傾向児が入所した場合の予算措置 
 
 
健康福祉部 
 

1. 保護者支援としてペアレントメンターによる傾聴活動を希望する市立小学校が実施す
るための予算 

 
2. 市独自に、精神障がい者への福祉手当やガソリン費等の移動補助のための予算 
 
3. 重度訪問介護利用者の重度障害者等就労支援特別事業、大学修学支援事業実施のため
の予算 

 
4. 運動不足になっている高齢者、社会的に孤立気味の方への転倒予防と寝たきりにさせ
ない為の健康寿命を延ばす体操教室の定期的な開催にかかる予算の拡充 

 
5. 罪を犯した人や非行のある人の改善更生のため「再犯防止推進計画」を策定するため
の予算 

 
6. 独居や社会的に孤立気味の高齢者の見守り施策を拡充するための予算 
 
7. AIを活用し、個々人にパーソナライズ化した健康増進プログラムを提供するための予
算 

 
8. 若年性認知症の家族会設立支援等を行うための予算 
 



  

9. LINE 等を活用した民間企業による不妊治療の相談サービス導入と、保険適用外の不
妊治療にかかる費用への助成にかかる予算 

  

 
環境部 
 

1. フードロス対策として、マッチングやフードパントリー等の情報をプッシュ型で情報
配信するサービス実施の予算 

 
2. 高齢者ペット問題解決に向け、相談支援体制構築のための団体への業務委託にかかる
予算 
 

3. 喫煙所が無い駅前、市庁舎にコンテナ型喫煙所を設置するための予算 
 
4. 武蔵公園に誰でもトイレを新設するための予算 
 
5. 助成金の活用や官民連携による、公共施設への EV充電器の設置の拡充にかかる予算 

 
 
教育部 
 

1. 教育 DXの専門職員をつけるための予算 
 
2. 教職員による生成 AI の活用に向けた試行利用や、AI による自動採点の導入に向けた
調査研究にかかる予算 

 
3. タブレットやデジタル教材の活用にかかる教員研修を拡充し、教育における端末の日
常的かつ主体的な活用を進めるための予算 

 
4. 校務の効率化に向け、学習系と校務系のデータやネットワーク連携を可能とするアク
セス認証型のネットワーク構成に移行するための予算 

 
5. 学校の通信環境の改善に向け、段階的に設備更新等を進めるための予算 
 



  

6. デジタル教科書、私費会計で一部の学校に導入されている有償アプリ等の公費での導
入や、AI・汎用 BIツール等を活用したダッシュボードの構築と日常運用により、スタ
ディ・ログ（教育データ）に基づく個別最適な学びの推進にかかる予算 

 
7. 学校現場の教員負担を軽減するための学習支援員の拡充と、スクールソーシャルワー
カーを小学校含めた全校に配置するための予算 

 
8. 小・中学校に対して作業療法士などの専門家を配置し、不登校等の学校に行きづらい
児童・生徒に対しての作業療法士・発達支援士 ・学習支援員（LD）など専門家の相談
体制をつくるための予算 

 
9. 不登校児童・生徒のための別室登校の指導員と、クールダウンができるスペースを全
校に確保するための予算 

 
10. 不登校特例校の設置に向けて具体的な検討を進めるための予算 
 
11. ギフテッド教育を実践するべく、外部コンサルタントの活用や反転授業（ハイブリッ
ト型授業が提供できる環境整備）推進のための予算 

 
12. 教育相談室による発達検査の待機期間解消をするための環境整備に係る予算 

 
13. 特別支援学級のバス通学における環境改善のための下記システム予算 
① 小平市特別支援学級に通学する通学区域外に居住している児童で、通学バス乗車

を必要とする児童全員が通学バスに乗車できるようにする 
② 長時間乗車の改善を行うためのバス増便予算 

 
14. こどもたちの体験活動の充実のために、私費会計で一部学校で実施されている TGG訪
問や、中学 3 年生の修学旅行補助、また科学教育（科学施設の見学や実験講座など）
の充実に関する予算 

 
15. 部活動地域連携・地域移行に向けた、モデル校試行のための予算 
 
16. 児童・生徒の熱中症対策および近隣住宅への砂塵の影響を減らすべく、小・中学校校
庭への手動式ではない「自動」スプリンクラーを設置するための予算 

 



  

17. 転倒時の危険性を軽減すべく、市内小・中学校のサッカーゴールをアルミ製のものに
順次変えていくための予算 

 
18. 市立小学校高学年および中学校で AED 操作や心臓マッサージ等の救急救命の講習を
実施するための予算 

 
19. 複合化や建て替えが予定されている小学校各教室に、学校 110 番を整備するための予
算 

 
20. 市内小・中学校の体育館に水飲み場を設置するとともに、トイレをフルリフォームす
るための予算 

 
21. 市内全小学校の給食調理室へのエアコン設置に向けた改修にかかる予算 
 
22. 引き続き学校給食無償化をするための予算 
 
23. 食物アレルギー児童・生徒に対し、給食代替弁当にかかる費用補助の拡充 
 
24. 中学校校庭に夜間照明を増設し、冬季に校庭を利用する運動部の活動の場を確保する
ための予算 

 
25. 老朽化した学校施設を快適かつ多様な用途に合わせて活用できるよう、教室・廊下な
どを内部リフォームするための予算 

 
26. 特色ある学校づくりや教師の優れた企画に対する各小・中学校の独自の取り組みの支
援をするべく、校長・副校長判断で自由に使える裁量予算として各学校に 100 万円の
予算措置 

 
27. 小・中学校通学路への防犯カメラを増設するための予算 
 
28. こどもたちの朝の居場所をつくるための委託等にかかる予算 

 
 
 
 
 



  

企画政策部 7項目 

総 務 部 4項目 

市 民 部 3項目 

地域振興部 14項目 

こども家庭部 7項目 

健康福祉部 9項目 

環 境 部 5項目 

教 育 部 28項目 

計 77項目 

 


